
 平 成 ２ ２ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 種

別 Ｄ Ｄ 第 二 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 
 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 
  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ L －  1 ～  7

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ L －  8 ～ 13

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ L － 14 ～ 18

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１L９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｇ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 
① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

(４)  試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。 

６  合格点及び各問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｌ－1

電気通信技術の基礎

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１に示す回路において、抵抗Ｒが４オームであるとき、端子ａ－ｂ間の合成抵抗は、

(ア) オームである。 (５点)

① １ ② ２ ③ ４ ④ ８ ⑤ １６

(２) 図２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームである。

(５点)

① １２ ② １３ ③ １７ ④ １９ ⑤ ２１

(３) 電磁誘導によって生ずる (ウ) は、これによって生ずる電流が、鎖交磁束の変化を妨げ

るような向きに誘起される。 (５点)

① 磁化力 ② 電磁力 ③ 起磁力 ④ 保持力 ⑤ 起電力

(４) ２枚の平板導体を平行に向かい合わせたコンデンサにおいて、各平板導体の面積を２倍、平

板導体間の距離を３倍にすると、静電容量は、 (エ) 倍になる。 (５点)

２ ４ ２ ９ ９① ② ③ ④ ⑤９ ９ ３ ４ ２

ｂ

図 ２

ａ

Ｒ＝５ ＸＬ＝１４ ＸＣ＝２Ω ΩΩ

図 １
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Ｒ



Ｌ－2

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 半導体について述べた次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ｐｎ接合部に外部から逆方向電圧を加えると、ｐ形領域の多数キャリアである正孔は、電

源の正極(＋極)に引かれ、空乏層が広がる。

Ｂ ｐｎ接合部に外部から順方向電圧を加えると、空乏層の幅が狭くなり、ｎ形領域の多数

キャリアである自由電子はｐ形領域へ流れ込む。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 図に示すトランジスタ回路において、ＶＣＣが１０ボルト、ＲＢが９３０キロオーム、ＲＣが

５キロオームのとき、コレクタとエミッタ間の電圧ＶＣＥは、 (イ) ボルトである。ただ

し、直流電流増幅率ｈＦＥを８０、ベースとエミッタ間のバイアス電圧ＶＢＥを０.７ボルトとする。

(４点)

① ４ ② ５ ③ ６ ④ ７ ⑤ ８

(３) トランジスタ回路で出力信号を取り出す場合には、バイアス回路への影響がないようにコン

デンサを通して (ウ) のみを取り出す方法がある。 (４点)

① 直流分 ② 交流分 ③ 高調波成分 ④ 漏話信号分

(４) ダイオードについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ トンネルダイオードに順方向電流を流すと、トンネル効果により、ある電圧領域では電圧

をかけるほど流れる電流量が少なくなるという負性抵抗が現れる。

Ｂ 可変容量ダイオードに逆方向電圧を加えると、ｐｎ接合面付近の空乏層の厚みが変化する

ことにより静電容量が変化する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ベース接地トランジスタ回路の電流増幅率が０.９７で、エミッタ電流が３ミリアンペアの

とき、ベース電流は、 (オ) マイクロアンペアとなる。 (４点)

① ０.０９ ② ２.９１ ③ ３.９７ ④ ９０

ＢＥＶ

ＲＢ

Ｖ

Ｒ

ＶＣＥ

Ｃ

ＣＣ



Ｌ－3

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図１～図３に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣが、それぞれの円の内部を表すとき、図１

～図３の塗りつぶした部分を示す論理式すべての論理積は、 (ア) と表すことができる。

(５点)

① Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ＋Ｃ ④ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｃ

図１ 図２ 図３

(２) 図４の論理回路において、Ｍの論理素子が (イ) であるとき、入力ａ及び入力ｂと出力ｃ

との関係は、図５で示される。 (５点)

図４

図５

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

ＣＢ

Ａ

① ② ③ ④

入力ｂ
入力ａ

出力ｃ

Ｍ

a

b

c

1

0

1

1

0

0

入力

出力



Ｌ－4

(３) 図６の論理回路は、ＮＯＲゲートとＮＡＮＤゲートの組合せによるフリップフロップ回路で

ある。入力ａ及び入力ｂに図７に示す入力がある場合、図６の出力ｃは、図７の出力のうち

(ウ) である。 (５点)

① ｃ１ ② ｃ２ ③ ｃ３ ④ ｃ４ ⑤ ｃ５

入力ａ

入力ｂ 出力ｃ

出力ｄ

図６

図７

a

b

c1

c2

c3

c4

c5

1

0

1

1

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

入力

出力



Ｌ－5

(４) 表に示す論理関数のうち、ブール代数の公式等を利用して変形すると、

(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)･(Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ)

になるものは、 (エ) である。 (５点)

① イ ② ロ ③ ハ ④ ニ ⑤ ホ

論理関数

イ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ロ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ハ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)･(Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)

ニ Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｃ

ホ (Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)＋(Ａ＋Ｂ)＋(Ａ＋Ｃ)



Ｌ－6

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図１において、電気通信回線１への入力電圧が１４５ミリボルト、電気通信回線１から電気

通信回線２への遠端漏話減衰量が６６デシベル、増幅器の利得が (ア) デシベルのとき、

電圧計の読みは、１４.５ミリボルトである。ただし、入出力各部のインピーダンスはすべて

同一値で整合しているものとする。 (５点)

① ２６ ② ３６ ③ ４６ ④ ５６ ⑤ ６６

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、その

伝送損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １① ② ③ ２ ④ ４４ ２

(３) 図２に示すアナログ方式の伝送路において、受端のインピーダンスＺに加わる信号電力が

(ウ) ミリワットで、同じ伝送路の無信号時の雑音電力が０.００５０ミリワットである

とき、この伝送路の受端におけるＳＮ比は４０デシベルである。 (５点)

① ２０ ② ３０ ③ ４０ ④ ５０ ⑤ ６０

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 位 相 ④ 波 形 ⑤ 非直線

信号電力

雑音電力

受端送端

信
号
源

信号時

無信号時

図２

Ｚ

Ｚ 0.0050

Ｚ０

Ｚ０

mＷ〔 　〕

mＷ〔　 〕

(ウ

(

発振器 電気通信回線１

電気通信回線２

終端抵抗

増幅器
終端抵抗

電圧計Ｖ終端抵抗

図１



Ｌ－7

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信に用いられる光変調方式には、ＬＥＤやＬＤなどの光源を直接変調する方式

と、外部変調器を用いて光信号の (ア) を変化させる方式がある。 (４点)

① 符号長 ② 伝搬速度 ③ 伝搬モード ④ 位 相

(２) フィルタについて述べた次の二つの記述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ コイル、コンデンサなどの受動素子で構成されるフィルタは、一般に、パッシブフィルタ

といわれる。

Ｂ デジタルフィルタは、信号をデジタル処理する遅延器、加算器、乗算器で構成することが

でき、一般に、アナログフィルタと比較して、高精度な周波数選択性を有している。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) アナログ伝送における回線雑音には、信号電力の大きさには無関係な熱雑音、中継器などの

特性により生ずる相互変調雑音、ケーブル心線間の電磁結合や静電結合あるいはフィルタの特

性によって生ずる (ウ) などがある。 (４点)

① 漏話雑音 ② 量子化雑音 ③ ジッタ ④ 補間雑音

(４) デジタル信号の伝送系において、ビットエラーが、ある時間帯で集中的に発生しているか否

かの品質評価尺度の一つに、 (エ) がある。 (４点)

① ランダムエラー ② 長時間平均誤り率

③ 平均オピニオン評点 ④ ％ＥＳ

(５) ギガビットイーサネットの規格の一つである１０００ＢＡＳＥ－ＣＸでは、伝送媒体として、

(オ) ケーブルが使用される。 (４点)

① ＵＴＰ ② ２心平衡型同軸 ③ ＵＳＢ ④ マルチモード光ファイバ



Ｌ－8

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＡＤＳＬモデム(モデム機能のみの装置)の背面の例を図１に示す。このＡＤＳＬモデムにつ

いて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (ア) である。 (４点)

① 専用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配線コ

ードで、回線ポートからＡＤＳＬスプリッタを介して電気通信事業者側のアクセス

回線に接続する。

② 電話共用型のＡＤＳＬサービス用として使用する場合は、モジュラプラグ付き配

線コードで、電気通信事業者側のアクセス回線にＡＤＳＬスプリッタを介さず回線

ポートから直接、接続する。

③ 専用型のＡＤＳＬサービス用として契約されているアクセス回線では、アナログ

電話サービスの提供を受けることはできないが、ＬＡＮポートにルータなどを接続

することにより、ＩＰ電話サービスを利用することができる。

④ ＩＮＩＴスイッチは、設定した内容が誤操作などで消去されないように、ＡＤＳＬ

モデム内のメモリに設定した内容を保存するために使用する。

図１

(２) ＩＰ電話のネットワークサービス機能などについて述べた次の記述のうち、正しいものは、

(イ) である。 (４点)

① ＩＰ－ＰＢＸから、ＩＰ網の電話番号計画で許容されない電話番号に外線発信の操

作が行われた場合、ブロードバンドルータユニットが、ＩＰ網からステータスコード

(380 Alternative Serviceなど)を受信し、主制御ユニットに対して切断メッセージを

通知する機能を有するものがある。

② 電気通信事業者の汎用サーバを用いたＩＰセントレックスは、ＰＳＴＮ(Public Swi-

tched Telephone Networks)を介してＩＰセントレックスユーザの装置と電気通信事業

者の装置間を接続する。

③ 光アクセス回線を利用したＩＰ電話のネットワークサービスにおいては、電気通信

事業者を指定した発信(｢００Ｘ１Ｘ２｣を付加する番号による発信、ただし、Ｘ１Ｘ２は、

総務大臣の指定により電気通信事業者ごとに定められる数字)ができる。

④ 光アクセス回線を利用したＩＰ電話のネットワークにおいて、電話番号が０５０で

始まるＩＰ電話サービスは、緊急通報番号である１１０／１１９／１１８へダイヤル

した場合、警察／消防／海上保安に接続することができる。

電源アダプタ端子

ＩＮＩＴスイッチ

ＬＡＮポート

アース端子

回線ポート

DC IN

INIT

PC

FG

回線
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(３) スイッチングハブ(Ｌ２スイッチ)のフレーム転送方式におけるフラグメントフリー方式は、

フレームの先頭から (ウ) バイトまで読み取り、異常がなければ、そのフレームを転送す

る。なお、この方式では、速度やフレーム形式の異なったＬＡＮ相互は接続できない。(４点)

① ６ ② ２４ ③ ４８ ④ ６４ ⑤ １２８

(４) ＩＥＴＦのＲＦＣ３２６１において標準化されたＳＩＰについて述べた次の二つの記述は、

(エ) 。 (４点)

Ａ ＳＩＰは、単数又は複数の相手とのセッションを生成、変更及び切断するためのトランスポ

ート層制御プロトコルである。

Ｂ ＳＩＰは、ＩＰｖ４及びＩＰｖ６の両方で動作する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 無線ＬＡＮについて述べた次の記述のうち、正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 国内で使用されている２７.５ＧＨz帯のＩＳＭバンドを使用する無線ＬＡＮでは、

各種のＩＳＭバンド対応機器など、他のシステムとの干渉を避けるため、スペクトル

拡散変調方式が用いられている。

② 図２に示すように三つの無線局が配置され、両端の無線局(無線局A及びC)におい

て、互いにキャリアが検出できない場合には、中央の無線局Bとの通信ができないこ

とがあり、これは隠れ端末問題といわれる。

③ ＣＳＭＡ／ＣＤ方式を用いている無線ＬＡＮでは、データが無線上で衝突しても検

知することが困難であるので、衝突がなかったことをＡＣＫの受信により確認する。

④ ＩＥＥＥ８０２.３の規格に準拠している無線ＬＡＮでは、衝突を回避するため、

ある時間だけデータの送信を待ち、他の無線端末から電波が出ていないことを確認し

てから送信する。

図２

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＩＥＥＥ８０２.３ａｅにおいて標準化された１０ギガビットイーサネット規格のＷＡＮ用と

して、１０ＧＢＡＳＥ－ (ア) では、シングルモード光ファイバが使われる。 (４点)

① ＥＷ ② ＬＲ ③ ＳＷ ④ ＳＲ

無線局 無線局 無線局

データ データ

A B C
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(２) デジタル信号を送受信するための符号化方式のうち (イ) 符号は、１０ＢＡＳＥ－Ｔで

用いられ、図１に示すように、送信データが０の時、ビットの中央で高レベルから低レベルへ、

送信データが１の時、ビットの中央で低レベルから高レベルへ反転させる符号である。(４点)

① マンチェスタ ② ＭＬＴ－３ ③ ＮＲＺＩ ④ ４Ｂ／５Ｂ

図１

(３) 光アクセスネットワークの設備構成について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。(４点)

Ａ ＡＤＳ方式は、ＯＬＴとＯＮＵの間に光信号を合・分波する光スプリッタが用いられ、一つ

のＯＬＴに複数のＯＮＵが接続される。

Ｂ 大規模集合住宅のＭＤＦ室などまで光ファイバケーブルを敷設し、ユーザ側は光信号を電気

信号に変換して、ＶＤＳＬ方式により、既設の電話用の宅内配線を利用する方法がある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) ＳＤＨベースのユーザ・網インタフェースにおけるＡＴＭの各レイヤのうち、物理媒体依存

サブレイヤについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ ＡＴＭ通信を行うための伝送路符号化、電気・光変換機能などを持つ。

Ｂ 空きセルを生成・挿入することにより、セル流と伝送速度との整合をとる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) Ｗｉｎｄｏｗｓ Ｖｉｓｔａのコマンドプロンプトにより、ＩＰｖ６関連の設定変更などをす

るため、ｎｅｔｓｈコンテキストから、ｉｎｔｅｒｆａｃｅ ｉｐｖ６コンテキストで使用でき

るコマンドの一覧を表示させるには、図２に示すように (オ) を入力し、[Enter]キーを

押す。 (４点)

① ａｄｄ ② ｄｕｍｐ ③ ６ｔｏ４ ④ ？

Microsoft Windows [Version 6.0.6001]

Copyright (c) 2006 Microsoft Corporation. All rights reserved.

C:\Users\DD2>netsh

netsh>interface ipv6

netsh interface ipv6> (オ)

図２

入力

出力

高レベル

低レベル

１ ０ ０ １ ０ １ ０ １
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第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) プライベートＩＰアドレスをグローバルＩＰアドレスに変換する際に、ポート番号も変換す

ることにより、一つのグローバルＩＰアドレスに対して、複数のプライベートＩＰアドレスを

割り当てる技術は (ア) といわれる。 (４点)

① パケットフィルタリング ② ＮＡＰＴ

③ メッセージゲートウェイ ④ ＤＭＺ

(２) 考えられる全ての暗号鍵や文字列の組み合わせを試みることにより、暗号やパスワードを解

読する手法は (イ) 攻撃といわれる。 (４点)

① バッファオーバフロー ② ブルートフォース ③ 辞 書 ④ ＤＤｏＳ

(３) デジタル署名を利用することにより、送信者の否認防止、送信者の (ウ) の確認、通信

メッセージに対する改ざんの検出などを行うことができる。 (４点)

① 秘密性 ② パスワード ③ ポート番号 ④ 本人性

(４) ポートスキャンについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (エ) である。

(４点)

① サーバのポートに対して順次アクセスを行い、サーバ内で動作しているアプリケ

ーションやＯＳの種類を調べ、侵入口となり得る脆弱なポートの有無を調べる行為
ぜい

はポートスキャンといわれる。

② サーバへのポートスキャンにより、開いているポートがわかれば、そのサーバが

提供しているサービスを推測することができる。

③ ポートスキャン対策の一つに、不要なサービスを停止させ、必要最小限のサービ

スを稼働させる方法がある。

④ ファイアウォールのパケットフィルタリングの機能は、ポートスキャン対策とし

ての効果はない。

(５) セキュリティホールについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ) である。

(４点)

① プログラムの不具合などのために、本来の接続手順を踏まずにアクセスを許して

しまうなどの、セキュリティ上の弱点は、セキュリティホールといわれる。

② セキュリティホールを放置した場合、不正アクセス、データの改ざんなどの攻撃

を受ける可能性が高まる。

③ セキュリティホールを塞ぐには、一般に、ＯＳ、アプリケーションなどのアップ
ふさ

デートが有効である。

④ ウイルス対策ソフトウェアをインストールし、ウイルス定義ファイルの定期的な

アップデートを行った上でウイルス検査を実施することにより、ほとんどのセキュ

リティホールを塞ぐことができる。
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光配線システム相互や機器との接続に使用される光ファイバや光パッチコードの接続などに

用いられる (ア) コネクタは、接合部がねじ込み式で振動に強い構造になっている。 (４点)

① ＳＴ ② ＭＴ ③ ＦＣ ④ ＭＵ

(２) ＵＴＰケーブルを８極８心のモジュラコネクタに、配線規格(Ｔ５６８Ｂ)で決められたモジュ

ラアウトレットの配列でペア１からペア４を結線するとき、ペア２のピン番号の組合せは、

(イ) である。 (４点)

① １番と２番 ② ３番と４番 ③ ３番と６番

④ ４番と５番 ⑤ ７番と８番

(３) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４の設備設計における複数利用者通信アウトレットは、最大で

(ウ) のワークエリアに対応するように制限されるのが望ましいと規定されている。(４点)

① ８ ② １２ ③ １６ ④ ２０

(４) 通信用の光ファイバは、伝搬モードによりマルチモード光ファイバとシングルモード光ファ

イバに分類され、マルチモード光ファイバは (エ) のために、シングルモード光ファイバ

と比較して伝送帯域が狭いことから、主にＬＡＮなどの短距離伝送用に使用される。 (４点)

① コヒーレント ② 材料分散 ③ 構造分散

④ 強度劣化 ⑤ モード分散

(５) ＪＩＳ Ｘ ５１５０：２００４では、図に示す水平配線の設計において、インタコネクト－

ＴＯモデル、カテゴリ５要素を使ったクラスＤのチャネルの場合、機器コード及びワークエリ

アコードの総和が１５メートルのとき、水平ケーブルの最大長は、 (オ) メートルとなる。

ただし、使用温度は２０℃、コードの挿入損失dＢ／ｍは水平ケーブルの挿入損失dＢ／ｍ

に対して５０パーセント増とする。 (４点)

① ８２.５ ② ８４.５ ③ ８５.０ ④ ８６.５

ＴＯ

ＴＥＣＣＣ ＣＥＱＰ

機器コード

ワークエリアコード

水平配線ケーブル

Ｃ = 接続点

チャネル
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) Ｗｉｎｄｏｗｓコマンドプロンプトを使った (ア) コマンドは、ホストコンピュータの

構成情報であるＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイなどの確認ができる。

(４点)

① ｔｒａｃｅｒｔ ② ｔｅｌｎｅｔ ③ ｉｐｃｏｎｆｉｇ

④ ｎｅｔｓｔａｔ ⑤ ｎｓｌｏｏｋｕｐ

(２) ｐｉｎｇコマンドは、ホストコンピュータがネットワークリソースに接続できるかどうかを

確認する場合に、 (イ) のエコー要求メッセージとエコー応答メッセージを用いる最も基

本的なコマンドである。 (４点)

① ＡＲＰ ② ＤＨＣＰ ③ ＳＮＭＰ ④ ＩＣＭＰ

(３) ＬＡＮ工事でハブの増設などを行った際に、レイヤ２スイッチと増設したハブを誤接続して、

接続にループができると、 (ウ) がループ内を回り続け、レイヤ２スイッチのＬＥＤランプ

のうち、一般に、リンクランプやコリジョンランプといわれるＬＥＤランプが異常な点滅を繰

り返して、通信が不能になることがある。 (４点)

① ブロードキャストフレーム ② ユニキャストフレーム

③ マルチリンクフレーム ④ フレームチェックシーケンス

(４) ＵＴＰケーブルの接続などについて述べた次の二つの記述は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 接続器具とケーブルを接続する方法は、金属スリット間に電線を押し込むことにより、

絶縁被覆を取り除いて接続する圧接接続(ＩＤＣ)タイプにすることが望ましい。

Ｂ カテゴリ５のケーブルで敷設された既設のＩＰ－ＰＢＸにＩＰ電話機などを拡張する場合、

新たにカテゴリ６の性能のケーブル及びコネクタを拡張した箇所に使用したときは、配線

システム全体の性能は、カテゴリ６として扱う。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 施工管理のためのツールとして、アローダイアグラムが用いられることがあるが、図に示す

アローダイアグラムの結合点(イベント)番号５における最早結合点時刻(日数)は、 (オ) 日

である。 (４点)

① ９ ② １０ ③ １１ ④ １２

４日

１日 ５日

７日

１ ２ ６５
２日

３

４日

作業Ａ 作業Ｂ 作業Ｇ

作業Ｃ

作業Ｅ

作業Ｆ

４

作業Ｄ

８日
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣又

は｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を他人の通信の用に供することをいう。

② 専用役務とは、特定の者に電気通信設備を専用させる電気通信役務をいう。

③ 電気通信事業とは、有線、無線その他の電磁的方式により、符号、音響又は影像を

送り、伝え、又は受けることをいう。

(２) ｢重要通信の確保｣について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 重要通信を優先的に取り扱わなければならない場合において、電気通信事業者は、必要が

あるときは、総務省令で定める基準に従い、電気通信業務の一部を停止することができる。

Ｂ 電気通信事業者は、電気通信事業法に規定する重要通信の円滑な実施を総務大臣と相互に

連携を図りつつ確保するため、他の電気通信事業者と電気通信設備を相互に接続する場合に

は、総務省令で定めるところにより、重要通信の優先的な取扱いについて必要な措置を講じ

なければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 登録認定機関による技術基準適合認定を受けた端末機器であって電気通信事業法の規定によ

り表示が付されているものが同法の総務省令で定める技術基準に適合していない場合において、

総務大臣が電気通信回線設備を利用する (ウ) の通信への妨害の発生を防止するため特に

必要があると認めるときは、当該端末機器は、同法の規定による表示が付されていないものと

みなす。 (４点)

① 特定の端末設備 ② 特定の自営電気通信設備

③ 他の電気通信事業者 ④ 他の利用者

(４) ｢工事担任者資格者証｣及び｢工事担任者による工事の実施及び監督｣について述べた次の二つ

の文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 工事担任者資格者証の種類及び工事担任者が行い、又は監督することができる端末設備若

しくは自営電気通信設備の接続に係る工事の範囲は、電気通信事業者が定める。

Ｂ 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付

を受けている者に、当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係る工事を行わせ、又は

実地に監督させなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 総務省令で定める端末設備の接続の技術基準は、 (オ) を損傷し、又はその機能に障害

を与えないようにすることが確保されるものとして定められなければならない。 (４点)

① 電気通信回線設備 ② 自営電気通信設備

③ 他人の物件 ④ 配線設備等
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣又は｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＤＤ第二種工事担任者は、デジタル伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

接続点におけるデジタル信号の入出力速度が毎秒１００メガビット以下のものに限る工事を

行い、又は監督することができる。ただし、総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続す

るための工事を除く。

Ｂ ＡＩ第二種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備等を接続するための工事のうち、

端末設備等に収容される電気通信回線の数が５０以下であって内線の数が２００以下のもの

に限る工事を行い、又は監督することができる。また、総合デジタル通信用設備に端末設備

等を接続するための工事のうち、総合デジタル通信回線の数が毎秒６４キロビット換算で

５０以下のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 工事担任者資格者証の再交付について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(イ) である。 (４点)

① 工事担任者が住所を変更した場合、再交付を受けることができる。

② 工事担任者資格者証が汚れた場合、再交付を受けることができる。

③ 工事担任者資格者証が破れた場合、再交付を受けることができる。

(３) デジタルデータ伝送用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって、デ

ジタル方式により (ウ) の伝送交換を目的とする電気通信役務の用に供するものをいう。

(４点)

① 主として音声 ② 専ら符号又は影像

③ 符号、音声その他の音響 ④ 音響又は影像

(４) 有線電気通信設備(その設置について総務大臣に届け出る必要のないものを除く。)を設置し

ようとする者は、有線電気通信の方式の別、設備の設置の場所及び (エ) を記載した書類

を添えて、 (オ) の２週間前まで(工事を要しないときは、設置の日から２週間以内)に、

その旨を総務大臣に届け出なければならない。 (４点×２＝８点)

① 工事完成検査の日 ② 業務内容 ③ 業務運用開始の日

④ 保守体制の構成 ⑤ 設備の概要 ⑥ 適合する技術基準

⑦ 設置の工事の開始の日 ⑧ 設置の工事の終了の日

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 発信とは、通信を行う相手を呼び出すための動作をいう。

② 応答とは、電気通信回線からの呼出しに応ずるための動作をいう。

③ 選択信号とは、主として相手の端末設備を指定するために使用する信号をいう。

④ 通話チャネルとは、移動電話用設備と移動電話端末の間に設定され、電気通信回線

からの呼出しに使用する通信路をいう。
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(２) 端末設備は、事業用電気通信設備から漏えいする通信の内容を意図的に (イ) する機能

を有してはならない。 (４点)

① 変 更 ② 記 録 ③ 識 別 ④ 傍 受

(３) 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間にお
きょう

いて、使用電圧が７５０ボルトを超える直流及び６００ボルトを超える交流の場合にあっては、

その使用電圧の (ウ) 倍の電圧を連続して１０分間加えたときこれに耐える絶縁耐力を有

しなければならない。 (４点)

① １.５ ② ２ ③ ２.５ ④ ３

(４) 安全性等について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

Ｂ 端末設備の機器は、その電源回路と筐体及びその電源回路と事業用電気通信設備との間に

おいて、使用電圧が３００ボルトを超え７５０ボルト以下の直流及び３００ボルトを超え

６００ボルト以下の交流の場合にあっては、４メガオーム以上の絶縁抵抗を有しなければな

らない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) ｢端末設備内において電波を使用する端末設備｣について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。

(４点)

Ａ 使用する電波の周波数が空き状態であるかどうかについて、総務大臣が別に告示するとこ

ろにより判定を行い、空き状態である場合にのみ直流回路を開くものであること。ただし、

総務大臣が別に告示するものについては、この限りでない。

Ｂ 総務大臣が別に告示する条件に適合する識別符号(端末設備に使用される無線設備を識別

するための符号であって、通信路の設定に当たってその照合が行われるものをいう。)を有

すること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣に

規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 評価雑音電力とは、通信回線が受ける妨害であって人間の聴覚率を考慮して定められる実

効的雑音電力をいい、誘導によるものを含まない。

Ｂ 鳴音とは、電気的又は音響的結合により生ずる発振状態をいう。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 直流回路とは、端末設備又は自営電気通信設備を接続する点において (イ) の接続形式

を有するアナログ電話用設備に接続して電気通信事業者の交換設備の動作の開始及び終了の

(ウ) を行うための回路をいう。 (４点×２＝８点)

① 音声方式 ② ４線式 ③ ２線式 ④ 平衡対ケーブル

⑤ 照 合 ⑥ 監 視 ⑦ 確 認 ⑧ 制 御
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(３) アナログ電話端末の｢選択信号の条件｣における押しボタンダイヤル信号の低群周波数は、

(エ) までの範囲内の特定の四つの周波数が用いられている。 (４点)

① ３００ヘルツから７００ヘルツ

② ６００ヘルツから１,０００ヘルツ

③ ９００ヘルツから１,３００ヘルツ

④ １,２００ヘルツから１,７００ヘルツ

(４) 専用通信回線設備等端末の｢電気的条件等｣及び｢漏話減衰量｣について述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (オ) である。 (４点)

① 複数の電気通信回線と接続される専用通信回線設備等端末の回線相互間の漏話減衰

量は、１,０００ヘルツにおいて７０デシベル以上でなければならない。

② 専用通信回線設備等端末(光伝送路インタフェースのデジタル端末を除く。)は、電

気通信回線に対して直流の電圧を加えるものであってはならない。ただし、総務大臣

が別に告示する条件において直流重畳が認められる場合にあっては、この限りでない。

③ 専用通信回線設備等端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び機械的条件の

いずれかの条件に適合するものでなければならない。

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣又は｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 有線電気通信設備令に規定する用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ア) である。 (４点)

① 音声周波とは、周波数が３００ヘルツを超え、３,４００ヘルツ以下の電磁波をいう。

② 平衡度とは、通信回線の中性点と大地との間に起電力を加えた場合におけるこれら

の間に生ずる電圧と通信回線の端子間に生ずる電圧との比をデシベルで表したものを

いう。

③ 強電流電線とは、強電流電気の伝送を行うための導体のほか、つり線、支線、電柱

などの工作物を含めたものをいう。

(２) 有線電気通信設備令に規定する事項について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(イ) である。 (４点)

① 有線電気通信設備に使用する電線は、絶縁電線又は強電流絶縁電線でなければ

ならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでない。

② 屋内電線は、屋内強電流電線との離隔距離が６０センチメートル以下となると

きは、総務省令で定めるところによらなければ、設置してはならない。

③ 架空電線は、他人の建造物との離隔距離が３０センチメートル以下となるよう

に設置してはならない。ただし、その他人の承諾を得たときは、この限りでない。

(３) 有線電気通信設備令施行規則に規定する低周波とは、周波数が (ウ) ヘルツ以下の電磁

波をいう。 (４点)

① １００ ② ２００ ③ ２５０ ④ ３００
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(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律において、｢アクセス制御機能｣とは、特定電子計算

機の特定利用を自動的に制御するために当該特定利用に係るアクセス管理者によって当該特定

電子計算機又は当該特定電子計算機に電気通信回線を介して接続された他の特定電子計算機に

付加されている機能であって、当該特定利用をしようとする者により当該機能を有する特定電

子計算機に入力された符号が当該特定利用に係る識別符号であることを確認して、当該特定利

用の (エ) の全部又は一部を解除するものをいう。 (４点)

① 操 作 ② 通 信 ③ 業 務 ④ 制 限

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律において、電磁的記録に記録することができる情報につ

いて行われる措置である電子署名が該当しなければならない要件について述べた次の二つの文

章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 当該情報が当該措置を行った者の作成に係るものであることを示すためのものであること。

Ｂ 当該情報について改変が行われていないかどうかを確認することができるものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

    

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

      ［例］ ・迂回(うかい) ・鍵(かぎ) ・筐体(きょうたい) ・桁(けた) ・躾(しつけ) ・充填(じゅうてん) 

・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい) など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔Bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


